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OMIC Food Safety Newsletter No. 611 July 25, 2025 
日本の食品安全情報をタイムリーに日本語とタイ語で解説するニュースレターです。 

=========================================================================================== 
★ 今月のトピックス（日本の厚生労働省からの情報）  
1. モニタリング検査の追加(違反による強化または検査命令解除による引下げ：検査頻度 30％) 

                          (2025 年 6 月上旬) 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

6/6 
中国産 

ほうれんそう 
インドキサカルブ 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001500392.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

6/6 
ベトナム産 
トゲウナギ 

エンロフロキサシン 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001500392.pdf 

基準：含有してはならない 

6/10 
韓国産 

エゴマ 
パクロブトラゾール 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001502026.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

6/10 
中国産 

だいこん 
チアメトキサム 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001502026.pdf 

基準値 0.3 mg/kg – ppm 

6/10 

中国産 

ピーマン（パプリカ

と称されるジャンボ

ピーマンを含む） 

エトキサゾール 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001502026.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

※検査対象条件等詳細につきましては、参照 URL をご確認ください。 
 
2. 最近のタイ産品の輸入違反事例                                        (2025 年 6 月上旬) 

日付 品名 不適格内容 基準 検査の種類 

6/9 冷凍ドリアン 
プロシミドン  
0.06 ppm 検出 

0.01 mg/kg – ppm 検査命令 

 
★ RASFF マンスリーレポート 

EU におけるタイ産品の違反状況                                        (2025 年 6 月上旬～下旬) 

日付 届出国 届出理由 通知タイプ 

6/3 ドイツ 
タピオカデザートパールに未承認の新規原

料、Pandanus amaryllifolius 含有 

information notification 

for follow-up 

6/10 イタリア 
ドランゴンフルーツから基準値超過の 

イプロジオン 

border rejection 

notification 

6/27 イタリア 

乾燥グレープフルーツの皮のスライスと乾

燥キウイフルーツのスライスに未承認食品

添加物、E 102 (タートラジン) および E 

133 (ブリリアントブルーFCF)の使用 

border rejection 

notification 

 
★ 他の物質を含むCBD製品による中毒事例の増加【フランス食品･環境･労働衛生安全庁(ANSES)】 

2024年以降、カンナビジオール(CBD)製品の摂取による中毒事例数は著しく増加しています。これら

の製品は、電子タバコ用のe-リキッド、喫煙の製品、フードサプリメント、食品（オイル、カプセ

ル、菓子、チョコレートなど）の形状で、店頭、自動販売機、インターネット上で販売され、それら

中毒事例の多くは、消費者が知ることなく製品に含まれている禁止物質（合成カンナビノイド）、又

は0.3%以上の濃度のテトラヒドロカンナビノール(THC)が原因です。医薬品・保健製品安全庁(ANSM)と

ANSESは、これらのリスクに関して注意喚起しています。 

※詳細は下記URLを御覧下さい。 
https://www.anses.fr/en/content/increase-cases-poisoning-caused-cbd-products-containing-other-substances 
 
※次号のOMIC Food Safety Newsletter No.612の発行は、2025年8月22日とさせて頂きます。 
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